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四郷の里（かつらぎ町）写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟

串柿で有名なかつらぎ町の四郷は、「東谷」、「平」、「滝」、「広口」の４つの村の総称です。串柿の里として
長い歴史と伝統を育んでいます。

ちなみに、串柿は１本の竹串に１０個の干し柿をさしており、三種の神器の一つである剣に見立てているそ
うです。また、干し柿の１０個は、２・６・２と配置され「いつもにこにこ仲睦まじく共に白髪の生えるまで」という
思いが込められています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 
新 た な 和 歌 山 モ デ ル  

 

 2020 年 は コロ ナ との 闘 いで 世 界 が揺 れま し た。日 本も そ の中 で 翻弄 さ れ まし

たが 、 和歌 山 県 もも ちろ ん 無縁 で は いら れま せ んで し た 。  

 し か し、 コ ロ ナと の闘 い の中 で 、 多く の事 が わか っ て きま した 。  

 感 染 症法 の 措 置も 保健 所 の機 能 も ない 欧米 で は、 自 粛 を緩 めた ら 感染 は ま た

勢い を 増す に 決 まっ てい る のに 対 し 、こ の対 策 が機 能 し てい る日 本 のほ と ん ど

の地 域 は、 感 染 者は 出る け れど 、 そ うそ う爆 発 的に 拡 大 する もの で はな い と い

うこ と です 。 ま た、 ある 程 度感 染 防 止上 、気 を 付け て い れば 、人 々 が普 通 の 生

活を し ても 、 ど こで もそ う そう 感 染 する とい う もの で も あり ませ ん し、 入 院 後

の医 療 加護 の 方 法も 知見 が ずい ぶ ん 積み 重ね ら れ、 重 症 化す る人 や 亡く な る 人

も減 り まし た 。  

一方 、 自粛 が 昂
こ う

じ て、 閉じ こ もり の 生 活を しす ぎ ると 、 経 済の 打撃 の みな ら

ず、 心 身の 健 康 、社 会生 活 、教 育 や 文化 活動 な ど、 様 々 な分 野で の 悪影 響 も 心

配さ れ ます 。  

 コ ロ ナが 世 界 中で かく も 蔓延
ま ん え ん

して い る 現状 から す れば 、 我 々も 長期 戦 を覚 悟

して 経 済・ 生 活 とコ ロナ の 感染 防 止 の両 立を 図 って い か ざる を得 ま せん 。 そ れ

なら ば 、経 済 理 論で も自 明 のよ う に 、感 染防 止 は県 が 感 染症 法を 駆 使し て 、 拡

大防 止 に全 力 を 挙げ るか ら 、経 済 や 生活 は、 県 民の 皆 さ んに は注 意 はし て い た

だき な がら 、 恐 れす ぎず 、 過度 に 萎 縮せ ず、 送 って い た だき 、国 や 県は で き る

だけ 制 約を 課 さ ず、 タイ ム リー に 振 興助 成策 も 加え て い くべ きだ と 考え て い ま

す。  

 コ ロ ナと の 闘 いは 、何 弾 にも 分 け て繰 り広 げ られ て き まし たが 、 和歌 山 県 は

その 都 度好 成 績 を挙 げ、 そ のい く つ かは 「和 歌 山モ デ ル 」と 言わ れ たり し ま し

た。 コ ロナ と の 闘い が長 期 戦に 入 っ た今 、上 記 の考 え 方 で、 県当 局 、医 療 関 係

者、 そ して 県 民 の皆 さん が 力を 合 わ せて 協力 し てい く こ とを 新た な 「和 歌 山 モ

デル 」 とし た い と思 いま す 。  
 

 

 

和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

10/6 記者会見室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         
 

●１１月２２日に赤ちゃんパンダが誕生しました！                  

 
 １１月２２日、アドベンチャーワールドの永明

（エイメイ）と良浜（ラウヒン）との間に、２年

ぶりの赤ちゃんパンダが誕生しました。 
 赤ちゃんパンダはオスで、体重１５７グラム、

全長２０．５センチ。現在、母子ともに健康状態

は良好だそうです。今後もすくすくと育って、か

わいい姿を見せて欲しいですね。 

 

●～串本発宇宙へ～ 「宇宙シンポジウム in 串本」を開催しました                  

 
 現在、串本町の民間小型ロケット発射場「ス

ペースポート紀伊」では、建設作業が着々と

進められており、本県でも行政機関や商工団

体、交通関係機関等と共に令和３年度の第１

号機の打ち上げに向けた準備を進めていると

ころです。 
本県が１０月に発表した令和３年度の新政

策方針においても「時代を見据えた新産業の創出」として、発射瞬間の臨場感を味わえる

見学場や夢と感動を与える常設展示等関連環境整備・運営を進め、紀南地域活性化のシン

ボルとしていくこととしています。 
＜なぜ今、小型ロケットが必要なのか？＞ 
スペースワン株式会社が小型ロケット打ち上げに取り組む背景には、これまで宇宙航空

研究開発機構（ＪＡＸＡ）などの公的機関でのみ行われていたロケットの打ち上げが、平

成３０年１１月に宇宙活動法が施行されたことにより、許可を得れば民間事業者でも可能

になったことがあります。また、現在、人工衛星の小型化・軽量化が進められ、価格の低

減も相まって、世界で小型衛星の利用の幅が格段に広がっていることがあります。 
＜激化する小型人工衛星の打ち上げ＞ 
小型ロケットによる小型衛星の打ち上げは、これまでのようにＪＡＸＡ等が打ち上げる

大型ロケットへの小型衛星の相乗りの際に生じていた、打ち上げ時期や打ち上げコースの

制限を受けません。現在、世界で進められる小型衛星の利用が通信・放送等の情報サービ

スをはじめ、この先さらに様々な用途に拡大されていくことに伴い、小型衛星を使う事業

者のニーズに応じてタイムリーに打ち上げられる小型ロケットの需要は高まっていくもの

と予想されます。 
そして、この小型衛星打ち上げの競争は世界を舞台に始まっており、現在、世界でサー 

スペースポート紀伊からの打ち上げイメージ図 
（スペースワン株式会社提供） 

１７頭目の元気な赤ちゃんが誕生しました 

写真：アドベンチャーワールド提供 



 - 3 - 

                          今月の和歌山県政トピックス 
 

ビスを行っているのは米国企業がニュージーランドで実施する１つだけです。予定どおり

スペースポート紀伊からの打ち上げが実現すれば、世界で２番目のものとなります。 
つまり、現在、串本には、世界が熾烈な競争を繰り広げる宇宙開発利用の最先端がある

のです。 
＜宇宙シンポジウムの開催＞ 
このようなことが和歌山県串本町で展開され

ているということの素晴らしさを地元の皆さん

はもちろん、世界に発信したいと考え、衛星工

学の第一人者や宇宙領域で新たなビジネスを志

す起業家、ロケット発射場の建設を進めるスペ

ースワン社などのゲストをお招きし、１０月１

８日に串本町内のホテル＆リゾーツ和歌山串本

において「宇宙シンポジウム in 串本」を開催しました。今年は新型コロナウイルス感染症

の感染防止の観点から、会場への参加を２００名に制限し（昨年度は６００名が参加）、

代わりに、シンポジウムの様子をオンラインで配信しました。 
＜串本町が宇宙の窓口に＞ 
シンポジウムでは、基調講演やパネルディスカッションにおいてゲストの皆さんから、

超小型衛星・超小型ロケットによる新しい宇宙開発利用について、衛星データとＡＩを活

用した持続可能な水産業の実現に向けた取組について、スペースワン社の今後の展開など

について詳しいお話をいただき、宇宙産業が日本の成長戦略の柱となる可能性があること

や、串本町が宇宙の窓口となり、国際的な町になっていくなど、宇宙産業とその舞台とな

る串本町の将来の可能性などについて語っていただきました。また、県産業技術政策課柴

田課長からは、ロケット打ち上げに伴う見学場や渋滞回避などの対策案を説明しました。 
＜宇宙の魅力を子供達に＞ 
一方、９月には、県内の公立・私立学校の教諭らにより、子供達がモデルロケット等の

作製・打ち上げを通じて、その仕組みや原理を理解し、体感できるよう、その指導方法の

研究を行う「和歌山県宇宙教育研究会」が設立されました。学校の先生方も宇宙教育の推

進に向けて、各教育現場において熱心に取り組んでいます。 
串本発宇宙へ。串本町、和歌山県、ひいては日本の希望を載せる小型ロケットの打ち上

げを、和歌山県は全力で支えてまいります。 
【宇宙シンポジウム in 串本 御登壇等いただいた方々（順不同）】 
東京大学大学院 工学系研究科 教授 中須賀 真一 氏 

一般社団法人ＳＰＡＣＥＴＩＤＥ ＣＥＯ、Ａ．Ｔ．カーニー株式会社 プリンシパル 石田 真康 氏 

株式会社アクセルスペース 取締役・ＣＴＯ 宮下 直己 氏 

オーシャンソリューションテクノロジー株式会社 代表取締役 水上 陽介 氏 

スペースワン株式会社最高顧問、公益財団法人日本宇宙少年団専務理事 遠藤 守 氏            

各分野のスペシャリストから希望に 
満ちたお話しをいただきました 
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●新ＩＴビジネスオフィス「ＡＮＣＨＯＲ（アンカー）」がオープンしました                  

 
 近年、本県では今後の発展が期待される

ＩＴ関連企業の誘致に力を入れており、首

都圏ＩＴ企業のサテライトオフィスの進

出が続いています。 
これまで、各市町の協力により、ＩＴオ

フィスを白浜町内に２棟、田辺市内に１棟

設けましたが、これらのオフィスは満室の

状態となりました。 
このような中、県と白浜町の補助を受けたオーエス株式会社が白浜町内に新たなＩＴビ

ジネスオフィス「ＡＮＣＨＯＲ（アンカー）」を整備し、１１月１日にオープンしました。

本県が昨年度に創設したＩＴ企業用オフィス建設への助成第１号です。 
ＡＮＣＨＯＲには、事務所用の７室の他に、コワーキングスペース、多目的ルーム、ガ

ーデン等の共用部が充実しており、入居企業同士のコミュニケーションを深め、白浜町周

辺で働く様々な人や企業が交流し、好循環を生む「地域に根差した情報発信の場」となる

ことを目指しています。 
既にＩＴ企業２社が入居しており、県として

も、コロナ禍により東京一極集中から地方への回

帰が進むこの機会を捉え、ＡＮＣＨＯＲへの企業

誘致を推進し、雇用機会の創出や労働人口流入に

よる地域経済産業の活性化を図ってまいります。 
【ＡＮＣＨＯＲ概要】 

所 在 地：和歌山県西牟婁郡白浜町1313 

管 理 者：オーエス株式会社（大阪市北区角田町1番1号 東阪急ビル5階） 

構造・規模：鉄筋コンクリート造・地上3階建 

敷 地 面 積：1,755.36㎡ 延床面積：985.85㎡ 

貸出部屋数：7室（50.4㎡～87.0㎡） 

共 用 部：コワーキングスペース、シアタールーム（多目的ルーム）、共用ガーデン、 

屋上スカイテラス 

                                              

●首都圏等からの大規模オフィス移転を促進する奨励金を創設しました                  

 
 現在、コロナ禍によりリモートワークが急速に普及したことを背景に、東京一極集中が

崩れ、企業の地方分散の動きが見え始めています。 
本県では、令和３年度新政策の柱の一つに、「新しい世界への対応と挑戦」を掲げ、首

都圏等からのアクセスの良さや全国トップクラスのネットワーク環境、オフィス賃料の安

さ等の充実したビジネス環境と、住宅・教育・医療等、快適な生活環境を持つ本県の強み 

白良浜にも近い景観の良い場所です 

コワーキングスペースの様子 
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を活かし、ＩＣＴ・オフィス系企業の誘致を

強力に推進していこうと考えています。 
この度、それに先行して、大規模オフィス

誘致にいち早く取り組むための奨励金を創設

することとしました。奨励金は、本社機能の

一部移転等を行う企業向けのものと、入居オ

フィスを整備する不動産開発事業者向けのも

のの２つを用意しました。前者については、従来３億円であった奨励金の上限を１００名

以上の転入雇用（転勤、ＵＩターン採用等）を実現した場合に１０億円まで引き上げるこ

ととし、後者については、新設の補助金として建設費用の１／３を補助することとし、上

限を１０億円に設定しました。 
コロナ禍の中に生まれたチャンスをつかみ取るため、今後大いにＰＲに取り組み、首都 

圏等からの企業の大規模移転と多くの人の移住を促進してまいります。 
【奨励金の概要】 

【お問い合わせ先】 
和歌山県商工観光労働部企業立地課 担当：中川、山中 

連絡先：０７３－４４１－２７４８ 

 

●「ｗｉｔｈコロナ時代の働き方へ」と題したフォーラムを開催しました                  

 
 今般のコロナ禍により、リモートワーク

が急速に普及したことで、現在、オフィス

の在り方や都会での働き方が見直され、密

の少ない地方で働くことがトレンドとなり

つつあります。 
 本県では、これまでＩＣＴ企業のサテラ

イトオフィス誘致を積極的に行ってきまし

たが、それに加え、平成２９年度からは、全国に先駆けて「ワーケーション」の取組を強

力に推進しています。昨年１１月には、国内６５（当時）の自治体を会員とするワーケー

ション自治体協議会を設立し、仁坂知事が初代会長に就任しています。 
 これまでの取組に追い風が吹く中、本県では１０月２８日に、地方でのサテライトオフ 

東京一極集中から地方回帰への流れを和歌山に 

快適なオフィスで生産性を向上 
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ィス設置を検討されている企業やワーケーションの実施を検討されている企業・ワーカー

等を対象としたオンラインフォーラム「ｗｉｔｈコロナ時代の働き方へ～和歌山県におけ

るサテライトオフィスとワーケーション～」を開催しました。 
昨年度は東京でＩＣＴ企業誘致フォーラムを開催しましたが、今年度は新型コロナウイ

ルス感染症の感染リスクを考慮し、オンラインでの開催としました。 
フォーラムでは、コロナ禍の経験を踏まえた新しい働き方を提案することをコンセプト

として、本県の立地環境や奨励金制度の紹介、サテライトオフィスの提案、ワーケーショ

ンの提案の他、白浜町に既に進出され、東京から移住された株式会社ウフルの古城篤（こ 
じょう あつし）ＣＴＯから『和歌山で見えたＷｉｔｈコ

ロナにおける持続可能な社会』と題したメッセージを送っ

ていただきました。 
本フォーラムの内容と資料については、企業立地課のホ

ームページから御自由に視聴いただけます。 
【企業立地課ホームページ】 
 https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/062200/ritchica/index.html 

 

 なお、本県では令和３年度の新政策として、「大規模オフィス誘致に向けた企業誘致戦

略の推進」を掲げ、手厚い奨励金に加え、住宅・教育・医療等の生活面にかかるサポート

を行うことで、企業移転やその社員の移住を促進していく予定です。        

 

●紀の国わかやま総文２０２１のプレ大会開会行事が開催されました                  

 
 本県では、令和３年に「国民文化祭」と「全

国障害者芸術・文化祭」を同時に開催するとと

もに、「文化部のインターハイ」と呼ばれる全

国高等学校総合文化祭「紀の国わかやま総文２

０２１」を開催します。  
令和３年は、全国規模の祭典により、先人か

ら受け継いできた本県の豊かな文化を全国へ

と発信するまたとない年となります。 
１０月２５日には、同大会のプレ大会開会行事として、県民文化会館大ホールで総合開

会式を、けやき大通り（和歌山市内）でパレードを開催し、高校生の皆さんが楽しみなが

らも直向きに取り組む姿を披露し、高総文祭の素晴らしさをＰＲしました。 
高総文祭は、全ての催しが高校生により企画、準備、運営されています。 
総合開会式は、３部に分かれており、第１部の式典では、開会宣言や国歌斉唱、知事の

挨拶、生徒実行委員会委員長である前冬磨（まえ とうま）君の挨拶があり、最後に大会イ 

大会イメージソング「届けよう和の心」合唱の様子 

企業立地課ＨＰ（知事の画像が目印です） 
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メージソング「届けよう 和の心」の大合唱で締めくくりました。第２部には、次期開催地

である東京都の生徒実行委員会からのメッセージと本県生徒企画委員会のオリジナル劇が

催されました。 
そして第３部には、開催地発表として『届

けよう和の心 若葉が奏でるハーモニー』を

テーマとした舞台が催されました。舞台は、

第１章誕生（命の光）、第２章成長（若葉の

光）、第３章歴史と風土（創造の光）、第４

章友情（和の光）、フィナーレ未来に響け（希望の光）で構成されており、それぞれの章

で、高野山や熊野古道等の和歌山らしいテーマを取り入れた物語を、はつらつとしたダン

ス、和太鼓やマーチングバンドの演奏が彩り、感動のステージを創り上げました。 
その後は、場所をけやき大通りに移して、県内高校及び中学校等の吹奏楽部、バトン部

等の生徒による華やかなパレードが催されました。 
どちらの催しも、このコロナ禍で様々なことが

思うように行かない中、高校生が力と心を一つに

して、とても素晴らしいものに仕上げてくれまし

た。 
来年の７月３１日～８月６日に開催される本大

会も、きっと素晴らしい大会になるだろうと大い

に期待が膨らみます。  

 

●新型コロナウイルス感染症に関する誹謗中傷対策に取り組んでいます                   

 
 本県では、新型コロナウイルス感染症に対し、「和歌山モ

デル」と呼ばれる早期発見、早期隔離、徹底した行動履歴の

調査により、感染拡大を抑制に取り組んでいます。 
しかし、１１月に入り全国における感染者が増加している

ことから、当面は予断を許さない状況が続くものと考えます。 
本県では、新型コロナウイルスに感染した方々に対して、

退院経過観察後においても健康状態だけでなく、生活上の困

り事に対して、きめ細やかなフォローアップを行う専任担当

者を置く相談体制を構築し、１０月から実施しています。 
 そのような中、誠に許しがたいことではありますが、現在、

新型コロナウイルス感染症に感染したこと、または感染した

おそれがあること、感染防止策を講じていないおそれがあることを理由に、県民、事業者、

団体等に対しての誹謗中傷、差別やいじめが発生しています。 

コロナ差別に困っていたらお電話ください 

けやき大通りのパレードの様子 

「届けよう和の心 若葉が奏でるハーモニー」感動のフィナーレ 
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本県では、このような誹謗中傷等をなくすため、専用相談窓口「コロナ差別相談ダイヤ

ル」を設けるとともに、インターネット上の誹謗中傷等の書き込みのモニタリングを開始 
しました。 
相談窓口では、誹謗中傷等にどのように対応すべきかの助言等を行います。例えば、イ

ンターネット上の書き込みについては、プロバイダ等への削除依頼の方法を助言するとと 
もに、無料法律相談等を紹介します。 
また、モニタリングで誹謗中傷等の書き込みを発見した場合は、県からプロバイダ等に

対して削除依頼を行い、書き込まれた方が訴訟を起こす際の資料として活用できるよう、

書き込まれた文章や画像の保存を行います。 
上記の取組等により誹謗中傷等への対応を進めているところですが、県では今後、これ

らの取組について、法規範を背景とした働きかけや勧告等が行えるよう「和歌山県新型コ

ロナウイルス感染症に係る誹謗中傷等対策に関する条例」の制定を検討しています。 
当該ウイルスの感染は、人と人が交流する世の中において、誰にでも起こり得ます。和

歌山県は、コロナに苦しめられている感染者の方々に対する差別等を許しません。 
コロナ差別相談ダイヤル：０７３－４４１－２５６３ 

 （受付時間）平日 ９：００ ～ １７：４５ 

                                           

●令和２年和歌山県知事表彰式を開催しました                         

 
 和歌山県知事表彰は、昭和２８年に公共の福祉増

進に大きな功労があった方々やその他広く県民の

模範となるべき方々の顕彰を目的として創設し、今

回で６８回目となります。これまで、延べ５，１８

８名、３００団体の方々を表彰してきました。 
例年５月に表彰式を開催しているところですが、

今年は新型コロナウイルス感染拡大の影響から、開

催時期を検討し、１０月６日に受賞者の方々をお迎えして式典を開催しました。 
開催にあたっては、検温の実施をはじめ、マスクの着用や随行者の人数制限、スタッフ

の人員配置の見直しなど、感染防止に配慮しました。 
式典では、司会者から受賞者の方々の御功績を紹介し、受賞者全員を代表して、地域お

しに功績のあった小田美津子様に知事から表彰状

と記念品をお贈りしました。 
今年は、受賞者代表のお言葉を産業の振興に功績

のあった志賀俊之様（株式会社ＩＮＣＪ代表取締役

会長）と保健福祉の増進に功績のあった上野雄二様

（公益社団法人和歌山県病院協会会長）のお二方か

らいただきました。志賀様からは、故郷の歴史ある 

小田様に受賞者を代表して受領いただきました 

志賀様から受賞者代表挨拶をいただきました 
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表彰を受けたことを名誉なことと仰っていただき、これからの時代に和歌山がどう生き抜

いていくかなど、本県に熱いエールをいただきました。 
本県はこれからも、和歌山県の発展に御貢献いただく方々を顕彰してまいります。 

【知事賞受賞者（順不同・敬称略）】 
 
（地方自治の振興）市町村長や議員などとして長年にわたり地方自治の発展に尽くされた方々 

 
・阿瀬 誠一郎 ・井上 勝彦 ・根來 平 ・藤田 正良 ・森下 誠史 
 

（保健福祉の増進）民生委員・児童委員や医師などとして長年にわたり地域の福祉や医療、保健の 
発展と向上に尽くされた方々 
 

・上野 雄二 ・榎本 多津子 ・河島 昭隆 ・木村 稔 ・切士 桂 ・澤村 嘉津美 
・服部 康伸 ・林 幸子   ・三橋 明子 
 

（環境衛生の向上）生活・食品などの衛生水準の向上等を通じて、環境衛生の充実に尽くされた方々 
 

・東根 清一
 
（暮らしの安全及び向上）地域の防災、防犯、交通安全指導などを通じ、県民生活の安全を確保し、 

その向上に尽くされた方々 
 

・中越 弘 ・和田 耕司 ・木村 照子 ・里村 文子 ・松江地区防災会 ・柳本 利文 
・髙木 洋 
 

（教育、文化の振興）私学振興、文化を通じた地域の振興、国際交流、青少年の育成、人権啓発の 
推進などに尽くされた方々 

 
・宮口 祐司 ・小林 睦郎 ・和歌山県日本中国友好協会 ・平野 一夫 ・中西 克氏 
・山本 五郎 
 

（産業の振興）商工業、農林業、建設業など各分野での活動を通じ、業界の振興及び育成発展に 
尽くされた方々 
 

・島田 晴雄 ・関本 年秀 ・夏山 晃一 ・沼田 久博  ・志賀 俊之 ・中村 静男 
・東 岩雄  ・大江 俊平 ・川 良弘  ・小坂 憲史郎 ・上中 和也 ・海  俊行 
・田中 弘一 ・西口 伸  ・木村 勝次 
 

（ボランティア）精力的なボランティア活動により住民福祉の発展に尽くされた方々 
 

・布のハーモニー ・早稲田 眞  
 

（地域おこし）様々な分野での新たな取組により地域の活性化に尽くされた方々 
 

・小田 美津子 ・寒川寄合会 

 

●和歌山県オリジナル品種の柿「紀州てまり」を初出荷しました                  

 
 本県が手塩にかけて育成した、甘柿のオリ

ジナル新品種「紀州てまり」を１０月２３日

に初出荷しました。 
 県では、赤みが鮮やかな早生の「早秋（そ

うしゅう）」と甘みがある「太秋（たいしゅ

う）」を交配させ、約９年をかけて品質に磨

きをかけてきました。なお、甘柿の品種を独

自に開発するのは初めてのことです。 
県の工芸品の名が付けられた美しい外観を持つ本品種は、一般的な甘柿より大きく、糖

度は「富有（ふゆう）」と同程度と高いうえに、果汁が多いのが特長です。また、甘柿の

出荷の少ない１０月中下旬に収穫が可能で、本県の主要品種「刀根早生（とねわせ）」や 

柿の新品種「紀州てまり」 
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「平核無（ひらたねなし）」が収穫後に渋みを除く作業が必要となるのに対し、本品種は 
甘柿のためにその必要がありません。 
平成３０年度から苗木供給を開始し、今年いよいよ初収穫を迎えました。 

 県では、この「紀州てまり」を糖度や大きさを厳選して首都圏の百貨店等で高級ギフト

として販売するなどにより、ブランドの確立を目指しています。 
 １０月２８日～１１月３日には、伊勢丹新宿店において「紀州てまり初出荷・初売りフ

ェア」を開催し、１０月下旬という甘柿の少ないこの時期に、日本一の柿の産地和歌山で

誕生した新品種を首都圏の皆さんにＰＲし、好評を博しました。 
今後さらに栽培面積を増やして生産量を高め、皆さんに御賞味いただけるよう産地化を

進め、生産者の所得向上を目指します。 
 
お問い合わせ先：和歌山県庁農林水産部果樹園芸課 ０７３－４４１－２９０２ 

 

●「和みわかやまっぷ with スタンプラリー」を実施中                  

 
 本県では現在、和歌山の海・山・川などの大自然で心身のリ

フレッシュしていただこうと「蘇りの地、わかやま」キャンペ

ーンを実施中しています。 
そして、この度、県内の食事処や温泉などを紹介し、皆さん

に県内を広く周遊していただくよう、昨年に引き続き「和みわ

かやまっぷ with スタンプラリー」の冊子を作成しました。 
 冊子には、店舗のバリアフリー情報や地域のトイレ情報、バ

イクラック・サイクルステーションの情報、禁煙店舗に加え、

駅に近い店舗など、旅のお役に立てる情報が盛りだくさんで

す。 
 また、抽選で和歌山の名産品が当たるスタンプラリーや各店

舗で使えるお得なクーポン券も付いています。 
詳しくは、和歌山県公式観光サイト「わかやま観光」を御覧ください。 

【「和みわかやまっぷ」について】 

    ・実施期間：２０２０年１０月６日（火）～２０２１年８月３１日（火） 

  ・配置場所：和歌山県内（一部県外）道の駅、各市町村、各市町村観光協会、宿泊施設、 

掲載店舗、県内ＪＲ各駅など 

・内  容：・お食事処、お土産処、温泉・入浴施設 ２４９店舗を掲載 

         ・全店舗で使えるお得なクーポン付き！ 

         ・抽選で宿泊券や県名産品が当たるスタンプラリーを実施 

        ＊冊子裏のスタンプラリー台紙に、スタンプを集めて応募すると、 

合計約３６５名様に賞品が当たります！ 

・和歌山県公式観光サイト「わかやま観光」内「和みわかやまっぷ」 

URL：http://www.wakayama-kanko.or.jp/wakayamap/index.html                    

この表紙が目印です 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」などの分野

で活用させていただいております。 

また、今年度から「新型コロナウイルス

感染症対策」、「子供たちの教育環境の充

実」、「犬・猫の殺処分ゼロを目指す活動

への支援」の３つを寄附メニューに追加し

ました。（次頁参照） 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、ふるさと納税総合

サイト「ふるさとチョイス」ではクレジッ

ト決済に加え、今年度よりキャッシュレス

決済を御利用いただくことができます。 

申出から決済までを同時に行うことが可能 

です。ぜひ御利用ください。       

また、和歌山県外にお住まいの方で１万 

円以上の御寄附をいただいた方には、和歌 

山県優良県産品（プレミア和歌山）として 

県が認定した商品の中から、事業者の協力 

を得て選定した返礼品の中から１品をお選 

びいただけます。 

昨年度から返礼品の拡充を行い、寄附金 

額の価格に応じて返礼品を選んでいただけ 

るようになりました。和歌山県が誇る優良 

産品（プレミア和歌山）を是非御堪能くだ 

さい。 

また、返礼品とは別に、２千円以上の御寄附をいただいた御希望の方に「和歌山ファ 

ンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いただくと、

刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申込みはふるさとチ

ョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合

給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円 
700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円 
1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円 
1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円 
2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安 
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 新型コロナウイルス感染症の対策をすすめます。 
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返礼品２５７品のうち、３３品を御紹介しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、「ふるさとチョイス」を御覧ください。 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」の 

ＵＲＬ・ＱＲコードはこちらです。 

URL：https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000  

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ★お問合せ窓口★ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、宮本               和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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自然・風物情報(１１月～１２月)    
 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

11 月上旬 富有柿の収穫 かつらぎ町 ＪＡ紀北かわかみ 

0736-42-5361 

11 月上旬 有田みかん出荷始まる 有田市 ＪＡありだ 

0737-53-2311 

11 月上旬 橋杭岩ライトアップ 串本町・橋杭 串本町産業課 

0735-62-0557 

11 月上旬 和歌山城のこも巻き 和歌山市・和歌山城公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

11 月上旬 串柿づくり最盛期 かつらぎ町・四郷地区 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

11 月上旬 古道に「あぶりアユ」 田辺市中辺路町 中辺路観光協会 

0739-64-1470 

11 月中旬 
白良浜 

砂防ネットで冬支度 白浜町・白良浜海水浴場 白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月中旬 
北山村で 

ジャバラ収穫始まる 北山村 北山村観光協会 

0735-49-2119 

11 月中旬 アサマリンドウ見頃 那智勝浦町・ 
熊野妙法山阿弥陀寺 

熊野妙法山阿弥陀寺 

0735-55-0053 

11 月中旬 布引だいこん出荷最盛期 和歌山市布引 海草振興局農業水産振興

課 073-441-3380 

11 月下旬 福定の大銀杏見頃 田辺市中辺路町 中辺路観光協会 

0739-64-1470 

11 月下旬 子授け大銀杏色づく 古座川町・光泉寺 古座川町産業建設課 

0735-72-0180 

11 月下旬 紅葉見頃 県内各所 

和歌山市・紅葉渓庭園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

田辺市・奇絶峡 田辺観光協会 

0739-26-9929 

新宮市・瀞峡 熊野交通株式会社 

0735-22-6220 

12 月上旬 冬の風物詩「海霧」 串本町・田原の海岸 串本町観光協会 

0735-62-3171 

12 月上旬 センリョウの収穫 印南町・真妻地区 印南町役場産業課 

0739-42-1737 

12 月中旬 
熊野本宮大社で 
大しめ縄張り替え 田辺市・熊野本宮大社 熊野本宮大社 

0735-42-0009 

12 月下旬 
ツキノワグマ「ベニー」 

仕事納め（冬眠） 和歌山市・和歌山城公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 
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～編集後記～ 
 

秋も深まり朝夕はめっきり冷え込む様になりました。皆さんにおかれましては、いか

がお過ごしでしょうか。１１月に入ってから新型コロナウイルスの感染者数が増加しつ

つあり、また、インフルエンザとの同時流行も心配ですので、皆で感染予防を心がけま

しょう。 
さて、和歌山県では、この１１月２０日から３０日まで、感染予防の観点からオンラ

インではありますが、第１０６回全国図書館大会が開催されます。この大会は、全国の

図書館関係者や教育、出版関係者など、本と情報に関わる人々の交流を図り、図書館を

柱とする地域社会の活性化を図ることを目的としています。 

そうした中、県内でも新しい形態の図書館が次々とオープンしています。６月号でお

知らせしましたが、南海和歌山市駅前に移転オープンした和歌山市民図書館や同じく６

月に海南市でオープンした「海南 nobinos（ノビノス）」は、多くの方々が集まり交流

してもらえるような施設となっています。図書館だけでなくホールやカフェの他、遊戯

スペース、託児施設、子育て支援拠点などが併設されています。また、有田川町の「ALEC

（アレック）」にも上記の施設同様、様々な附帯施設があり、加えて、町として絵本を

活用したまちづくりにも取り組んでいます。 

一方、和歌山県では、県民の皆さんに、読み終えた図書を学校や児童養護施設等に寄

贈していただくボランティア活動を呼びかけており、これまで一万五千冊以上の図書を

届けていただいています。ご寄贈いただける方は、県庁子ども未来課のホームページで

寄贈方法等をご確認いただき、ご協力お願いします。 

私も週末には図書館へ行きますが、どうしてもジャンル、作家に偏りが出てきます。

悩んだ際には、日頃は読まない文学賞受賞作やブックランキングの上位入賞作を借り受

けます。読了後は、まだまだ良い作家さんがいることが発見でき、色んなジャンルの本

にチャレンジし、これからも読書欲を保ちたいと思っています。 
 

 知事室秘書課長 中松 則夫 

 
 

●ご紹介した図書館 

和歌山市民図書館        和歌山市屏風丁１７     （TEL:073-432-0010） 

海南 nobinos          海南市日方１５２５－６ （TEL:073-483-8739） 

有田川地域交流センター ALEC  有田川町下津野７０４   （TEL:0737-52-4730） 
 
●リサイクル図書ボランティア活動について 

和歌山県庁子ども未来課ホームページ 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/040200/recycle/d00202108.html   

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   

                   2020 年（令和２年）１１月 Nｏ.１５１ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


